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児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
が
成
立

　
我
が
国
で
は
１
９
９
０
（
平
成
２
）

年
の
合
計
特
殊
出
生
率
「
１
・
57
シ

ョ
ッ
ク
」
以
降
、
少
子
化
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
市
区
町
村

に
お
い
て
よ
り
よ
い
家
庭
環
境
・
養

育
環
境
の
た
め
の
体
制
の
構
築
の
ほ

か
、
虐
待
へ
の
対
応
強
化
の
た
め
の

児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
、
家
庭
養

育
優
先
原
則
に
基
づ
く
社
会
的
養
育

の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
子

育
て
世
帯
に
は
、
仕
事
と
の
両
立
や

自
ら
の
疾
病
・
障
害
、
親
の
介
護
、

貧
困
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

な
か
、
核
家
族
で
の
子
育
て
、
希
薄

な
地
域
関
係
の
な
か
で
の
子
育
て
な

ど
、
困
難
な
状
況
が
あ
る
。
ま
た
、

児
童
相
談
所
の
虐
待
相
談
対
応
件
数

は
、
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
以
降

右
肩
上
が
り
が
続
き
、２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
度
に
は
20
万
件
を
超
え
て

い
る
（
図
１
）。
加
え
て
、「
児
童
の

権
利
に
関
す
る
条
約
」
を
１
９
９
４

（
平
成
６
）
年
に
批
准
し
て
か
ら
四

半
世
紀
以
上
が
経
過
し
て
い
る
が
、

社
会
的
養
育
に
お
け
る
子
ど
も
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
の
あ
り
方
は
、

ま
だ
不
十
分
な
点
が
多
い
。

　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
の
児
童

　改正児童福祉法が本年６月８日に参院本会議で可決・成立しました。主な内
容は、市区町村の「こども家庭センター」設置の努力義務化、家庭支援関係事
業の制度化、児童養護施設の原則 18 歳（最長 22 歳）での退所期限の弾力化、
ケアリーバー（社会的養育経験者）等を通所や訪問等により支援する拠点設置
事業の創設、児童相談所が一時保護を開始する際に、事前または保護開始から
７日以内に裁判官に一時保護状を請求する（親権者等が同意した場合等を除く）
手続きの創設等となっています。具体的な内容や対応等を考えます。

改正児童福祉法の成立と
今後の児童養護
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205,044

平成16年10月
児童虐待防止法の改正により、
配偶者間の暴力（面前DV）が
心理的虐待に含まれることが
明確化された。

平成25年８月
「子ども虐待対応の手引き」
において、きょうだいへの虐
待を当該児童に対する心理
的虐待であると例示。

平成27年７月
児童相談所全国共通
ダイヤルを３桁化

児童虐待相談対応件数 令和元年12月
児童相談所虐待対応
ダイヤルを無料化

平成25年12月
警察がDV事案への積極的
な介入及び体制を確立した
ことに伴い、警察から児童相
談所への通告が増加した。

66,701

平成22年度の件数は、東日本大震災の影響により、福島県を除いて集計した数値。

児童相談所での児童虐待相談対応件数の推移図 1

図１…「令和２年度　児童相談所での児童虐待相談対応件数」（https://www.mhlw.go.jp/content/000863297.pdf）より（編集部で一部改変）
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一
体
化
。
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
や
妊
産
婦
等
に
対

す
る
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の
作
成
を
新
た
に
市
町
村
の

業
務
と
し
て
位
置
づ
け
、
確
実
に
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
な
お
、「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
は
法
律
上
の
名
称
で
あ
り
、
各
自
治
体
で
独

自
の
名
称
を
付
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
物

理
的
な
一
本
化
は
求
め
ず
、
組
織
が
一
体
的
で
情
報

が
確
実
に
共
有
さ
れ
て
い
れ
ば
問
題
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
改
正
法
で
は
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年

４
月
施
行
と
さ
れ
て
い
る
が
、
施
行
を
待
た
ず
に
、

整
備
可
能
な
自
治
体
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
も
ら

う
た
め
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
補
正
予
算
の

安
心
こ
ど
も
基
金
を
活
用
し
、

◦�

児
童
福
祉
と
母
子
保
健
の
相
談
機
関
を
一
体
的
に

整
備
し
た
場
合
の
整
備
費
・
改
修
費
の
補
助
率
を

引
き
上
げ
（
国
９
／
10
負
担
）

◦�

現
行
の
補
助
事
業
を
維
持
し
つ
つ
、
児
童
福
祉
・

母
子
保
健
双
方
の
業
務
を
一
体
的
に
行
う
た
め
の

統
括
支
援
員
の
配
置
に
要
す
る
費
用
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
補
正
予
算
で

は
、
虐
待
リ
ス
ク
等
の
高
い
妊
婦
健
診
未
受
診
の
妊

婦
等
の
家
庭
を
訪
問
し
て
継
続
的
に
状
況
を
把
握
す

る
「
妊
婦
訪
問
支
援
事
業
」
が
創
設
さ
れ
て
お
り
、

こ
ち
ら
の
活
用
も
勧
め
て
い
る
。

　
新
た
に
創
設
さ
れ
る
事
業
と
し
て
は
、
⒜
子
育
て

世
帯
訪
問
支
援
事
業
、⒝
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
、

⒞
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
が
あ
る
。

　
⒜
は
主
に
家
事
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
深
刻
な
虐

待
事
案
に
至
る
前
段
階
で
家
庭
を
支
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
担
い
手
と
な
る
訪
問
支
援
員
の
要

件
に
つ
い
て
は
、
専
門
職
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、

家
事
ま
た
は
育
児
支
援
を
適
切
に
実
行
す
る
能
力
を

福
祉
法
等
改
正
（
平
成
29
年
４
月
施
行
等
）
で
は
、

そ
れ
ま
で
規
定
が
な
く
児
童
相
談
所
の
設
置
が
で
き

な
か
っ
た
政
令
で
定
め
る
特
別
区
（
東
京
23
区
）
で

の
設
置
を
可
能
と
す
る
こ
と
、
児
童
相
談
所
に
児
童

心
理
司
、
医
師
ま
た
は
保
健
師
、
指
導
・
教
育
担
当

の
児
童
福
祉
司
を
置
く
と
と
も
に
弁
護
士
の
配
置
ま

た
は
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
を
行
う
こ
と
、
養
子
縁
組

里
親
を
法
定
化
し
都
道
府
県
（
児
童
相
談
所
）
の
業

務
と
し
て
養
子
縁
組
に
関
す
る
相
談
・
支
援
を
位
置

づ
け
る
こ
と
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
対
象
に
22
歳
の

年
度
末
ま
で
の
大
学
等
就
学
中
の
者
を
追
加
す
る
こ

と
、
等
が
行
わ
れ
た
。
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度

は
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
改
正
の
５
年
後
見
直

し
年
を
迎
え
る
こ
と
、
ま
た
２
０
１
９
（
令
和
元
）

年
の
児
童
福
祉
法
改
正
（
令
和
２
年
４
月
施
行
等
）

に
お
け
る
附
則
で
、

◦�

一
時
保
護
そ
の
他
の
措
置
に
係
る
手
続
き
の
あ
り

方
◦�

児
童
の
福
祉
に
関
し
専
門
的
な
知
識
及
び
技
術
を

必
要
と
す
る
支
援
を
行
う
者
に
つ
い
て
の
資
格
の

あ
り
方
そ
の
他
該
当
者
に
つ
い
て
の
必
要
な
資
質

の
向
上
を
図
る
た
め
の
方
策

◦�

児
童
の
意
見
を
聴
く
機
会
及
び
児
童
が
自
ら
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
確
保
、
当
該
機

会
に
お
け
る
児
童
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
構
築
、

児
童
の
権
利
を
擁
護
す
る
仕
組
み
の
構
築
そ
の
他

の
児
童
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
最
善
の
利
益

が
優
先
し
て
考
慮
さ
れ
る
た
め
の
措
置
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
社
会
保
障

審
議
会
児
童
部
会
社
会
的
養
育
専
門
委
員
会
等
で
議

論
を
進
め
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
２
月
に
報
告

書
を
と
り
ま
と
め
た
。
こ
の
報
告
書
に
基
づ
い
た
児

童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
）
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、

同
年
６
月
８
日
に
参
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
た

（
公
布
日
は
６
月
15
日
）。

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
の
ほ
か

新
た
に
創
設
さ
れ
る
事
業
も
多
数

　
今
回
の
児
童
福
祉
法
等
改
正
の
内
容
は
、
①
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援
の
た
め
の
体
制
強

化
お
よ
び
事
業
の
拡
充
、
②
一
時
保
護
所
お
よ
び
児

童
相
談
所
に
よ
る
児
童
へ
の
処
遇
や
支
援
、
困
難
を

抱
え
る
妊
産
婦
等
へ
の
支
援
の
質
の
向
上
、
③
社
会

的
養
育
経
験
者
・
障
害
児
入
所
施
設
の
入
所
児
童
等

に
対
す
る
自
立
支
援
の
強
化
、
④
児
童
の
意
見
聴
取

等
の
仕
組
み
の
整
備
、
⑤
一
時
保
護
開
始
時
の
判
断

に
関
す
る
司
法
審
査
の
導
入
、
⑥
子
ど
も
家
庭
福
祉

の
実
務
者
の
専
門
性
の
向
上
、
⑦
児
童
を
わ
い
せ
つ

行
為
か
ら
守
る
環
境
整
備
（
性
犯
罪
歴
等
の
証
明
を

求
め
る
仕
組
み
（
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
）
の
導
入
に
先
駆

け
た
取
り
組
み
強
化
）
等
と
な
っ
て
お
り
、
施
行
期

日
は
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
４
月
１
日
（
た
だ
し

⑤
は
公
布
後
３
年
以
内
で
政
令
で
定
め
る
日
、
⑦
の

一
部
は
公
布
後
３
月
を
経
過
し
た
日
、
２
０
２

３
（
令
和
５
）
年
４
月
１
日
ま
た
は
公
布
後
２
年
以

内
で
政
令
で
定
め
る
日
）
で
あ
る
（
4
頁
図
２
）。

　
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を
み
て
み

る
と
、
①
は
す
べ
て
の
妊
産
婦
・
子
育
て
世
帯
・
子

ど
も
の
包
括
的
な
相
談
支
援
等
を
行
え
る
よ
う
、
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
）

と
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
母
子
保
健
法

に
基
づ
く
）
を
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

WAMー2022.10 ●23 ●WAMー2022.10

john
WAM PDF用



切
れ
目
な
い

医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

昭
和
4
年
に
創
立
さ
れ
た
社
会
医
療

法
人
財
団
白
十
字
会
（
理
事
長
：
富
永

雅
也
氏
）
は
、
長
崎
県
佐
世
保
市
と
福

岡
市
西
区
、
糸
島
地
区
を
拠
点
に
、「
患

者
さ
ん
が
一
日
も
早
く
社
会
に
復
帰
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
い
う
基
本

理
念
の
も
と
、救
急
医
療
か
ら
急
性
期
・

回
復
期
・
慢
性
期
、
在
宅
介
護
に
至
る

ま
で
切
れ
目
の
な
い
医
療
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　

法
人
施
設
は
、
急
性
期
病
院
の
佐
世

保
中
央
病
院
と
白
十
字
病
院
、
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
燿
光
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
3
カ
所
の

病
院
を
は
じ
め
、介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
ほ
か
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
31
施
設
・
事
業
所

を
運
営
し
て
い
る
。

　

福
岡
市
に
あ
る
白
十
字
病
院
は
、
昭

和
57
年
の
開
設
以
来
、
福
岡
市
西
区
と

糸
島
地
区
を
拠
点
に
、
救
急
医
療
を
は

じ
め
、
急
性
期
・
回
復
期
・
慢
性
期
医

療
を
提
供
す
る
４
６
６
床
の
ケ
ア
ミ
ッ

ク
ス
病
院
と
し
て
地
域
医
療
の
中
核
を

担
っ
て
き
た
。

　

主
な
施
設
認
定
は
、
福
岡
市
西
区
で

唯
一
の
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
を

は
じ
め
、
基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
、
開

放
型
病
院
の
許
可
を
受
け
て
い
る
。

分
院
に
よ
り
専
門
性
と

医
療
機
能
の
強
化
を
図
る

　

同
院
は
、
開
設
40
周
年
を
迎
え
る
令

和
3
年
4
月
に
分
院
し
、
３
０
０
ｍ
離

れ
た
場
所
に
急
性
期
病
院
と
し
て
移
転

新
築
す
る
と
と
も
に
、
既
存
施
設
を
増

改
築
し
て
回
復
期
に
特
化
し
た
白
十
字

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
を
開
設
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

と
医
療
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

分
院
を
伴
う
病
院
の
移
転
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地域の医療拠点、
交流拠点となることを目指して

— 福岡市・社会医療法人財団白十字会 白十字病院 —

　福祉医療機構では、地域の福祉医療
基盤の整備を支援するため、有利な条
件での融資を行っています。今回は、
その融資制度を利用された福岡市にあ
る白十字病院を取りあげます。ケアミ
ックス病院の同院は、令和 3 年 4 月
に急性期と回復期を担う 2 つの病院
に分院して医療機能の強化を図ってい
ます。医療機能や実践する医療提供の
特色について取材しました。

施設の概要施設の概要

〒 819−8511
福岡市西区石丸 4−3−1
  TEL   092−891−2511　
  FAX   092−881−4491
  URL   https://www.

fukuoka.hakujyujikai.or.jp/

病院開設：昭和 57 年
理 事 長：富永　雅也
病 院 長：渕野　泰秀
病 床 数：282 床（一般病床 225 床、地域包括ケア病床 45 床、ICU12 床）
診 療 科：内科、糖尿病内科、脳・血管内科、脳神経内科、腎臓内科、人工透析内科、

肝臓内科、消化器内科、心臓血管内科、内分泌内科、呼吸器内科、放射線科、
精神科、外科、消化器外科、肝臓・胆のう・膵臓外科、肛門外科、乳腺外科、
呼吸器外科、心臓血管外科、血管外科、整形外科、脳神経外科、泌尿器科、
形成外科、眼科、救急科、麻酔科、リハビリテーション科、臨床検査科、
病理診断科、歯科、歯科口腔外科（計 33 診療科）

職 員 数：809 人（うち非常勤 201 人）
法人施設：〈佐世保地区〉�佐世保中央病院（312床）、燿光リハビリテーション病院（330

床）、介護老人保健施設 2カ所、介護サービス事業所 21カ所
　　　　　〈福岡地 区〉�白十字リハビリテーション病院（160 床）、介護サービス事

業所 5 カ所

社会医療法人財団白十字会 白十字病院
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〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13ヒューリック神谷町ビル9階
独立行政法人福祉医療機構 総務部 広報課
TEL：03-3438-9240 fax：03-3438-9949
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